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レザー・ナザルアーハリ・イラン・イスラム共和国大使（左）と菊間会長

ソドノムドルジ・プレブスレン
MIATモンゴル航空日本支社長

ギュルセル・グドラト・オグル・イスマイルザーデ
アゼルバイジャン共和国大使

アルバロ・アントニオ・セデーニョ・モリナリ駐日コスタリカ特命全権大使（中央左）と
中村理事長（中央右）

日本－ウランバートル間、今夏週9便体制に
モンゴル　2月21日（木）
ソドノムドルジ・プレブスレンMIATモンゴル航空日本支社長
就任挨拶のため、中村理事長を訪問。MIATモンゴル航
空の夏季の増便について、「現在、週2便の成田－ウラン
バートル間の便数が4月から週1便増え週3便、7月からはさ
らに週4便増加して計週7便に、また関西国際空港発着の
便数は週2便で、日本からの便数の合計は週9便にまで増
加します。増便に加えてモンゴル観光セミナーの実施、ま
た地方都市からのチャーター運航を考えています」
中村理事長は「モンゴル観光セミナーの実施に関して、
JATAとして協力の用意があること、また日本－モンゴル間
の便数を増やし、より幅広く促進キャンペーンを行っていけ
ば日本からの観光客が増えるでしょう」と話しました。

知られざるコスタリカを観光促進
コスタリカ　2月27日（水）
アルバロ・アントニオ・セデーニョ・モリナリ
駐日コスタリカ特命全権大使
中村理事長を訪問し、今後、日本からコスタリカへの観光
活性化に向けて、日本市場の特徴などについて情報収
集をし、観光促進を行う方針を伝えました。「日本におい
て、コスタリカはまだよく知られていません。今後、観光地
としてのイメージを打ち出して、それを中心に、観光促進
活動を行っていけば、認知度が上がり、コスタリカへの関
心を高めることができるでしょう」と中村理事長は応えまし
た。

有望なイラン観光の可能性について懇談
イラン　　3月8日（金）
レザー・ナザルアーハリ・イラン・イスラム共和国大使
同大使と菊間会長が懇談。菊間会長は「イランは日本人が
求める観光素材に富み、日本からの観光客はもっとイランを
訪問すればよいと思います。添乗員のレポートによれば、日
本語ができるガイドが多く、ホスピタリティーもよいおかげで、
お客様が満足して帰国するようです。ただ、国内の交通イン
フラなどは、最近、改修が必要になってきているようなので、
その面でご協力いただければ幸いです」
これを受ける形で同大使は「イラン政府が観光産業を発展
させるため、投資しています。現在、イランへ直行便がない
のが観光拡大のネックになっていますが、日本のメディアでよ
りイランの文化や魅力をアピールすれば、イランへの観光客
が増えるでしょう。イランの観光プロモーションに積極的に取
り組んでいきたい」と話しました。

豊富な観光素材をアピール
アゼルバイジャン　3月12日（火）
ギュルセル・グドラト・オグル・イスマイルザーデ
アゼルバイジャン共和国大使
中村理事長を訪問し、「アゼルバイジャンは、文化遺産、歴
史遺産に加え、食文化やホスピタリティーといった豊富な観
光素材があります。その素材と観光インフラなどを日本の旅
行会社に紹介したいので、観光セミナーをはじめ、積極的に
観光促進に取り組んでいきたい」と話されました。
中村理事長は、「アゼルバイジャンは、新しいデスティネー
ションなので、まず、旅行会社向けの観光促進を行っていけ
ば、よいと思います。JATA会員会社を対象にしたセミナー
はアゼルバイジャンの認知度を高めると思います」と応えま
した。

要人往来
観光地として日本ではあまり知られていない
国々から要人の訪問が相次いでいます。観光
地としてのイメージづくりを進めたり、魅力的な
観光素材が日本の旅行業界にどんどん紹介
されれば、今後が楽しみなところばかりです。


